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宮崎海岸直轄区間

＋３
(max７)

防波堤遮蔽域へ
向かう砂の移動

T.P.-10～-12m：波による地形変化の限界水深

＋５
(max１２)

大淀川からの
砂の供給阻害

－２０

＋２２
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小丸川～一ツ瀬川

一ツ瀬川
河口近傍

大炊田海岸 住吉海岸

中導流堤（1983年着手）

左岸導流堤（1963年着手）

南防波堤
（1982年着手）

港湾離岸堤
（1985年着手）

沖合いへの土砂移動が海岸侵
食の主な原因ではないと推定

－５
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＋１
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宮崎港
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現在推定している土砂収支図 m3/
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1983年5月撮影

2005年10月撮影

住吉海岸大炊田海岸一ツ瀬川河口近傍小丸川～一ツ瀬川

宮崎海岸直轄区間（石崎川河川区域除く） 県管理区間
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1983 2004 ( )

(m)

導流堤前面で砕波

冬季の南向きの漂冬季の南向きの漂

砂が導流堤により砂が導流堤により
捕捉され堆積捕捉され堆積

南方向からの高波浪により導流南方向からの高波浪により導流
堤を越えて北側へ土砂が移動堤を越えて北側へ土砂が移動

出水による土砂供給出水による土砂供給

凸地形の形成要因凸地形の形成要因
★★高波浪時に北向き漂砂に高波浪時に北向き漂砂に
より河口テラスが移動？より河口テラスが移動？

★★岩礁の存在？岩礁の存在？

冬季の南向きの沿岸漂砂冬季の南向きの沿岸漂砂
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台風時の土砂移動台風時の土砂移動 冬季風浪時の土砂移動冬季風浪時の土砂移動

波波

南方向からのうねり南方向からのうねり

⇒⇒北方向への沿岸漂砂北方向への沿岸漂砂

2005 10 17
( 20 )



77/7/7
11

① →
+

② →

(1/(1/77))
12

 

( )

(B )
(C )

2006 8 25 10 25
( 2 )
*

( 2007)



(2/(2/77))
13

•

2006 8 25 10 25

  0.0
        0.0  

5
0
%

  0
        0

5
0
%

      

5
0
%

  
        

5
0
%

(3/(3/77))
14

0 20km10

T.P.-15m
2004 2008

(NOWPHAS)
T.P.-29m
1991 2003

  0.0   1.9

  2.0   3.9

  4.0   5.9

  6.0   7.9

  8.0   9.9

 10.0  11.9

 12.0  

( N m / m s )    

9 11

,2006

2006 8 25
10 25

,
2006 2008

NOWPHAS,
1991 2002

NOWPHAS,
1991 2002

SE,ESE



57.4
64.5

76.1 80.3 74.8 79.9 84.1 86.7 82.4 81.6
71.7

57.4

0%

20%

40%

60%

80%

100%

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

デ
ー

タ
測

得
率

((44//77))
15

• 80% 5m

• 60%
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右岸

住吉海岸 宮崎港周辺小丸川～
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正味の沿岸漂砂量 北向き 南向き
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